
教
育
面
で
の
大
学
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
募
集
し
、

予
算
を
重
点
配
分
す
る
文
部
科
学
省
の
新
規
事
業「
特

色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
本
学
の
教
育

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

全
国
の
大
学
・
短
大
か
ら
の
応
募
が
六
百
六
十
四
件

に
達
し
た
な
か
で
、八
十
件
が
採
択
さ
れ
る
と
い
う
狭

き
門
で
し
た
。
全
国
の
国
立
教
育
系
大
学
で
唯
一
、
ま

た
奈
良
県
で
本
学
の
み
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。地
元
の

大
学
・
短
大
が
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
空
白
県
が
十
四
県

に
及
ん
だ
こ
と
を
考
え
れ
ば
、地
元
の
高
等
教
育
に
大

き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 本
学
が
応
募
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は「
現
代
的
課

題
に
対
応
す
る
導
入
教
育
科
目
群
の
展
開
│「
考
え
る

力
」「
表
す
力
」の
育
成
を
め
ざ
し
た
教
育
者
養
成
│
」

で
す
。
入
学
直
後
の
一

回
生
を
対
象
と
し
た
授

業
を
、
大
学
教
育
へ
、

専
門
教
育
へ
と
導
く「
導

入
教
育
科
目
群
」
と
し

て
位
置
付
け
て
展
開
し
、

教
育
の
現
代
的
課
題
に

対
応
す
る
力
の
育
成
を

図
っ
て
い
る
取
組
で
す
。 

導
入
教
育
科
目
群
の

構
造
は
図
の
と
お
り
で

す
。 今

回
の
申
請
で
は
、

導
入
教
育
科
目
群
の
核
と
し
て
、「
学
校
教
育
基
礎
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
」と「
総
合
教
育
基
礎
論
」の
二
つ
の
授
業

を
掲
げ
ま
し
た
。 

「
学
校
教
育
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
」は
、教
員
養
成
課

程
の
一
回
生
百
三
十
名
全
員
を
対
象
と
し
た
デ
ィ
ベ
ー

ト
中
心
の
演
習
型
の
体
験
授
業
で
、現
代
的
課
題
に
対

す
る
問
題
意
識
、論
理
的
思
考
力
、資
料
収
集
力
、表
現

力
、組
織
力
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

「
総
合
教
育
基
礎
論
」は
、総
合
教
育
課
程
の
一
回
生

百
二
十
五
名
全
員
を
対
象
と
し
た
、環
境
、文
化
、情
報
、

健
康
な
ど
教
育
の
現
代
的
課
題
に
対
す
る
問
題
意
識
を

培
う
講
義
形
式
の
入
門
的
授
業
で
、思
考
力
、表
現
力
、

行
動
力
、想
像
力
の
獲
得
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

い
ず
れ
も
十
名
前
後
の
、専
門
を
異
に
す
る
教
員
が

共
同
で
指
導
す
る
T
T（
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）

体
制
を
と
り
、
目
的
に
即
し
た
教
育
効
果
を
あ
げ
、
実

践
報
告
書
も
多
数
、公
開
し
て
い
ま
す
。 

 本
学
で
は
平
成
十
一
年
の
学
部
改
組
以
来
、学
校
教

育
教
員
養
成
課
程
と
総
合
教
育
課
程
の
二
課
程
で
学
生

が
学
ん
で
お
り
、
二
課
程
に
共
通
し
た
目
標
は
「
有
能

な
教
育
者
の
養
成
」
に
あ
り
ま
す
。
平
成
十
六
年
か
ら

の
国
立
大
学
法
人
へ
の
移
行
に
あ
た
っ
て
の
中
期
目
標

に
も
こ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
本
学
が
採
択
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、有

能
な
教
育
者
の
養
成
の
た
め
に
、
学
生
に
、
自
ら
学
び

方
を
学
ぶ
能
力
、十
分
な
表
現
力
及
び
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
ね
ら
い
、そ
の
達
成
の
た
め
に

工
夫
と
努
力
を
こ
ら
し
た
全
学
的
導
入
教
育
科
目
群
を

設
置
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。個
々
の
授

業
の
工
夫
を
含
め
て
他
大
学
の
参
考
と
な
る
と
と
も
に
、

大
学
の
み
な
ら
ず
高
校
、
地
域
、
企
業
な
ど
へ
の
公
開

性
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
採
択
は
、
本
学
の
教
員
が
改
組
以
降
、
大
学

の
激
変
に
多
忙
さ
を
極
め
る
な
か
で
地
道
な
努
力
を
重

ね
た
教
育
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、喜
び
に

堪
え
ま
せ
ん
。
学
生
諸
君
や
保
護
者
、
地
域
の
方
に
広

く
伝
え
、自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
い
っ
そ
う
の
教
育
改

善
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。 

文
科
省「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プロ
グ
ラ
ム
」に
採
択
 

考える力 表す力 

現代的課題に対応する導入教育科目群の構造 

「学校教育基礎ゼミナールⅠ、Ⅱ」「総合教育基礎論」 
「総合教育基礎ゼミナールⅠ、Ⅱ」 

「
情
報
機
器
の
操
作
」
 

学びの共同体／課題意識の醸成 

「
現
代
教
師
論
」
 

「
図
書
館
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
 

（教養科目群） 
新入生 
合宿研修 

・ディベート 
・課題への 
　対応 

デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
風
景
 

副
学
長（
教
学
担
当
）　
上
野
ひ
ろ
美
 

8ならやま 

大学教育支援 




